
 

３．自治体独自の評価指標、評価方法の検討 
（１）評価指標の設定 
  ・ 施策レベルの評価指標のうち、「子どもと家族を応援する日本」重点戦略において

は、「働き方の見直し」による「仕事と生活の調和」の実現と多様な働き方に対応し

た保育サービス等の子育て支援策の再構築を「車の両輪」として進めていく必要が

あるとされており、『地域における子育ての支援』、『職業生活と家庭生活の両立の推

進』については、自治体の取組比較が可能となるような共通の指標を設定すること

が望ましい。指標例としては、以下が考えられる。これらの指標については、各自

治体において意識調査等に基づき設定することが望ましい。 
    なお、設定された指標については、参考までに国に報告を求めることもあるので、

留意願いたい。 
 

共通の指標例 

施策 評価指標 

①子育てに関して不安感や負担感を持つ保護者の割合 

②希望した時期に保育サービスを利用することができ

たと感じる割合（保育サービスの利便性） 

地域における子育ての支援 

③子育てが地域の人に（もしくは社会で）支えられてい

ると感じる割合（子育てについて、気軽に相談できる

人（近所の人・友人）がいる保護者の割合） 

職業生活と家庭生活との両立の推進 ④仕事と生活の調和の実現が図られていると感じる割

合（希望と現実の差） 
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